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森林土壌における微生物醐 …へ の 土壌食動物の 影響
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土壌食動物に摂餌されることにより、±嬢に生 怠する微 生物はごく爆1寺間の うちで好気的条件か ら嫌気的条件へ の 大き

な環境の変化 に曝される。加えて、土壌食動物の 消化管内は周囲の 土壌よりも著しく水分に富ん で い る 。 これらの こと

は細菌個体群の 活性や存在度に強い 影響を与えると考えられる。しか しながら、土壌食動物の 微生物へ の 影響に っ い

て はまだ知見が限定され て い るの が現状で ある。よっ て本研究で は、土壌食動物の モ デル 生物として キシ ャヤス デを

用い 、土壌食動物が森林土壌の 微生物詳集に及ぼす影響にっ い て検証を行っ た。サン プル は、京都大学桐生水文試

験地（滋賀県大津市桐生、ヒノキとマ ツの 混交林）の 森林に おい て A 層とB 層 の 土壌を採取し、それぞれにキシ ャ ヤス デ

を加えて培養を行っ た。キ シャ ヤス デは 目本の 固有種 で体長は 3−3，5en1、本州山岳地帯に 生 髢、し、ミミズとは異なり針

葉樹林土壌の ような酸性 の 土壌環境で も生 皀め河 能 である。 本研究で は長野県舩本市崖の 湯で採取したもの を使用 し

た。培養前後の 土壌とキシ ャヤ ス デの 糞および消化管内容物に つ い て微生物群鱗冓造の 比較を 〔FRFLP 奮翆析法により

行っ た．キシ ャ ヤス デを加えて培養した±壌では、培養前 の ±壌には見られなか っ たピークが 下RFLP 解析法により検

出され、それらの TRFs パ ターン に変化が認め られ鳥 これらの ことか ら、培養前後で TRFLP 解析法で検出できた細

菌個体群の 数と種類が変化したとい える。すなわち、土壌食動物の 摂餌の 影響によっ て 、活性を有する可能1生の 高い

個体群が増加したことが示裹された。
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1gの 土壌に 生 息する微生物の 種数は数千種 から、数理 モ デル に よる推定の 最大値で は数百万種以上 とまで 言われて

い る。また
一方で、士壌に生、慝する微 生物種の 多くは細胞密度がごくノ亅・さい と考えられ て い る。この ため、推定された

種の うちどの程度の 数の 種が実際に活性を有して い るの か 、また、環境条件に変化が生じた際に活 性を持ち得る種は

どの 程EXb・とい っ た疑問が生じて くる。これらの 疑問に対する
一

つ の 試み として 、本研究 で は森林土壌 にお い て 窒素と

リン の供給による細菌群集の構造の変化と多様性の 関係につ い て議論する。サン プル は 、京都大学桐生水文試験地

（滋賀県尢津市桐生、ヒノキとマ ツの 混交林）の 森林にお い て 、 A 層とB 層 の 土壌を採取した。 クロ
ー

ニ ン グ
ー

シ
ー

ケンス

法を用い て微生物群集構造を解析し、多様性を評伍した 。 また、土壌をコ アサ ン プ ラ
ー

で採取し、無細 》SO4 と

K2HPO4を添加する培養実験も行っ た。培養は 12週間行い 、初期条件と6週 目、12週 目の サン プル につ い て 、　T−RFLP

解析法を用い て 群 集構造の 比較を行 っ た 。
A 層 、

　B 層ともにAcidoimteWhと（x−Ptoteehacterinが優占し、群集を牢黻 する

個体群は類似して い た。多様圏旨数 Sh  ind蟹 とSimpsen　indexは ともに B 層の 方が大きな値を示したが、推定種

数 〔  1 は A 層 の 方が大きな値を示しk また、培養 期間中に T−RFs パ タ
ー

ン に変化 が見られたの は B 層の み で あ

っ た。これらの 結果か ら、 遺伝子解析にお い て 推定され る種の 豊富さは環境変動へ の 応答にお ける微生物活 性の ポテ

ン シ ャル を直椄的には示さない ことが示竣された。
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